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第 ３ １ 回 全 国 総 合 文 化 祭 （ 平 成 １ ９ 年 島 根 大 会 ）

放 送 部 門 参 加 要 項 

   

第３１回全国高等学校総合文化祭島根大会 2006.8.4提案 

放  送  部  門  参  加  要  領 

１ 目   的  （1） 放送活動を通じて郷土理解を深め、地域文化のすばらしさを全国の仲間に紹介する。 

（2） 日本語の美しさを感性豊かに表現し、日本語の持つ魅力を伝えあう。 

（3） 高校生の新鮮な視点・感性で制作した作品を全国の仲間と共に視聴し、それぞれの郷

土に対する認識を深めあう。 

 

２ 日   時     平成１９年８月１日（水） 9:00～18:00 （予定） 

８月２日（木） 9:00～18:00（予定） 

 

３ 会   場   くにびきメッセ ～島根県立産業交流会館～ 

           大展示場  国際会議場 他 

〒690－0826 島根県松江市学園南 １丁目２番１号   ℡ 0853－24－1111 

 

４ 参 加 資 格     全国高等学校総合文化祭開催基準規定第１０条に基づき、参加資格を有する者とします。 

 

５ 部門および 

発 表 者 ・ 

出 品 数 

 

 

                      

 

(1) アナウンス部門 ３名 

(2) 朗読部門 ３名 

(3) オーディオピクチャー（ＡＰ）部門 １作品 

(4) ビデオメッセージ（ＶＭ）部門 ２作品 

 

６ 発表・出品 （1）アナウンス部門 
  基準・規格 ア あなたの住む地域（所属する学校のある都道府県内）の伝説・民話・神話に関する話題

を全国の高校生に伝える内容の原稿とします。ただし、２０世紀までの伝説・民話・神話

とします。 

イ 発表時間は、学校名、氏名を含めて１分３０秒以内とします。 

ウ ＪＰＥＧ形式のデジタル静止画像（５画像以内）を併用することができます。 

エ デジタル静止画像は、パソコンからビデオプロジェクター１台で投影するものとします。 

オ デジタル静止画像の投影は、台本に従って開催県が担当しますが、希望により発表校で

行うこともできます。 

カ デジタル静止画像のデータは、ＣＤ－Ｒにより提出してください。 

キ ＢＧＭは使用できません。                 

      （2）朗 読 部 門  
        ア あなたの住む地域にゆかりのある作家または作品の中から原文のままを一部選んで原稿

とします。 
        イ 発表時間は、学校名・氏名・作者名・作品名を含めて２分以内とします。 
        ウ ＭＤによる効果音やＢＧＭを併用することができます。 
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        エ ＭＤに１作品分を再生順に録音したものとします。     

        オ ＭＤのほかに、ディスクエラーの場合に備え、同じ内容のカセットテープも提出してく

ださい。 
        カ ＭＤは標準モードで録音し、ＭＤＬＰ、Ｈｉ－ＭＤは不可とします。 

キ 再生と音量調節は、台本に従って開催県が担当しますが、希望により発表校で行うこと

もできます。 
        ク デジタル静止画像は使用できません。 

       （3）オーディオピクチャー部門 
        ア あなたの住む地域（所属する学校のある都道府県内）の伝説・民話・神話に関する作品

とします。 

ただし、２０世紀までの伝説・民話・神話とします。 

        イ ＭＤによるステレオ音声とＪＰＥＧ形式のデジタル静止画像（５０画像以内、総容量は

５０ＭＢ以内）を投影するものとします。 

        ウ 発表時間は、５分以内とします。 

エ ビデオプロジェクターにより、パソコンからＪＰＥＧ形式のデジタル静止画像（５０画

像以内、総容量は５０ＭＢ以内）を投影するものとします。 

オ ビデオプロジェクターを１台使用できます。 

        カ デジタル静止画像のデータはＣＤ－Ｒにより提出してください。 

        キ ＭＤに１作品分を再生順に録音したものとします。 

        ク ＭＤのほかにディスクエラーに備え、同じ内容のカセットテープも提出してください。

ドルビーなどのノイズリダクションは、使用できません。 

        ケ ＭＤは標準モードで録音し、ＭＤＬＰ、Ｈｉ－ＭＤは不可とします。 

        コ デジタル静止画像の投影は、発表校で行ってください。 

 

      （4）ビデオメッセージ部門 

        ア あなたの住む地域（所属する学校のある都道府県内）に関する話題をとりあげた作品と

してください。 
        イ 自校オリジナルビデオ作品とします。 
       ウ 発表時間は、５分以内とします  

        エ miniＤＶ(ＤＶ規格は民生用)の方式のテープに録画したものとします。 

        オ テープスピードは、「標準(ＳＰ)モード」とします。 

        オ 音声トラックは、miniＤＶ方式では「16bit stereo」、「12bit stereo １ 」のいずれ

かひとつとし、ミックス再生などの特別な再生は行いません。 

        キ 作品本編の前後に２０秒間の静止画によるテストパターン（形式は自由）を録画してく

ださい。 

        ク 作品の再生は、開催県が行います。 

 

(5) 共通事項 

ア 著作権などに関して権利者の許諾が必要な場合は、出場各校で所定の手続きをしてくだ

さい。 

イ 各部門とも、提出作品はほかのコンクール等に参加していないものとします。 

ウ ＪＰＥＧファイルの投影解像度はＸＧＡ（1024×768）です。 

  解像度はこの範囲に収めてください。 

 

７ 発 表 順   開催県事務局で決定します。 
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８ 審査講評   （1） 審査及び講評は、開催県で委嘱した各部門５名（予定）の審査員により行います。 

及び表彰  （2） 各部門とも特に優れた発表・作品に優秀賞を授与します。また、部門の基準に照らし

て表彰に値すると認められた発表・作品に、特別賞を授与します。 
（3） 講評会・表彰式は閉会式に先立ってくにびきメッセ大展示場で行います。 

 

９ リハーサル   オーディオピクチャー（ＡＰ）部門については、次の日程でリハーサルを行います。ただ

し希望校のみとします。 

（1） 日 時   平成１９年７月３１日（金） １２：００～（予定） 

（2） 場 所   くにびきメッセ 大展示場 

 

10 交 流 会    次のとおり交流会を行います。 

（1）日 時   平成１９年８月１日～２日（予定） 

        （2）場 所   くにびきメッセ 大展示場 

        （3）内 容   未定 

 

11 参加校推薦  各都道府県の高等学校（芸術）文化連盟または教育委員会の指示に従ってください。 

書の送付   

 

 

12 作品及び    各都道府県単位で一括して送付してください。 

台本の提出 

 

13 作品返却   当日、発表終了後に部門受付で返却します。 

 

14 顧問会議   次のとおり顧問会議（専門部会）を行います。 

         （1）日 時   平成１９年７月３１日（金）14:00～（予定） 

         （2）場 所   くにびきメッセ  ５０１会議室 

 

15 そ の 他  (1) 詳細については、平成１９年３月に送付する「参加要項」等でお知らせします。 

(2) 提出された作品、原稿などの変更、差し替え等はできません。 

 

16 大会事務局   〒690－0887 島根県松江市殿町８番地３ 市町村振興センター５Ｆ 

          島根県教育庁 

          第３１回全国高等学校総合文化祭 島根県実行委員会事務局 

            TEL ０８５２－２２－５６４８ 

FAX ０８５２－２２－６７７２ 

            e-mail kousoubunsai@pref.shimane.jg.jp 

 

17 放送部門の   〒603-0022 島根県出雲市上塩治町４２０ 

問い合わせ         島根県立出雲工業高等学校 

                 川 上  明 美 

            TEL ０８５３－２１－３１３１ 

FAX ０８５３－２１－７５４３ 

e-mail akemi_kawakami@shimanet.ed.jp  

mailto:akemi_kawakami@shimanet.ed.jp
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第４回関東地区高校放送コンクール 
実 施 要 項  

 

１．名称   第４回関東地区高校放送コンクール 

 

２．主催   関東地区高等学校文化連盟 

 

３．後援   群馬県教育委員会 

群馬テレビ・エフエム群馬・ラジオ高崎（予定） 

 

４．主管   群馬県高等学校文化連盟放送専門部会 

 

５．目的   （１）関東地区各高等学校放送部等に所属する生徒の資質向上を目指す。 

（２）関東地区各高等学校放送部等に所属する生徒の交流を深め、お互いに学習を行う。 

６．参加資格 

平成19年1月1日現在、各地区各高等学校の放送部等に所属する１年生または２年生およびその

作品で、当該都県高等学校文化連盟放送専門部より推薦を受けたもの。 

７．日程 

（１）参加申込・原稿提出  平成１８年１２月１８日（月）  E-mail 各事務局 

（２）作品提出       平成１９年 １月１５日（月）  郵送  各事務局 

（３）大会         平成１９年 １月２０日（土）   

８．部門 

①アナウンス部門 

②朗読部門 

③ビデオメッセージ部門 

④オーディオピクチャー部門 

 

９．内容及び規格 

  ①アナウンス部門 

(1) 郷土の話題を全国の仲間に伝える内容の自作原稿を作り、発表する。 

校内の話題は不可とします。 

(2) 発表時間は、学校名、氏名を含めて１分３０秒以内とする。 

②朗読部門 

(1) 郷土にゆかりのある作家及び作品の中から原文のままを一部選んで原稿とする。 

(2) 発表時間は、学校名、氏名、作者名及び作品名を含めて２分以内とする。 

  ③ビデオメッセージ（ＶＭ）部門 

(1) 郷土の話題を全国の仲間に伝える内容のビデオ作品とする。 

   (2) タイトルは副題を含めて１５文字以内として下さい。 

それ以上になりますとプログラムに印刷することが出来ません。 

(3) 作品の前後に静止画のテストパターンを２０秒程度録画してください。 

(4) 発表時間はテストパターンを除いて５分以内とする。 

(5) ＶＨＳ（ＶＨＳ・Ｓ－ＶＨＳ）方式または、ＤＶ（スタンダード・ミニ）方式で録画すること。 

※８ミリは使用できません。 

(6) テープスピードは、「標準（ＳＰ）モード」のみとする。 

(7) 音声については、次の通りとし「ミックス再生」など特別な再生方法は行なわない。 

ＶＨＳ方式では、「Ｈｉ－Ｆｉ」または「ノーマル」とする。 

ＤＶ方式では、「16ビットステレオ」または「12ビットステレオ1」「12ビットステレオ2」のいずれか１つとする。 
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  ④オーディオピクチャー（ＡＰ）部門 

(1) 郷土の話題を全国の仲間に伝える内容とする。カセットテープによるステレオ音声とｊｐｅｇ形式の静止画像を

併用する作品とする。 

(2) タイトルは副題を含めて１５文字以内として下さい。 

それ以上になりますとプログラムに印刷することができません。 

(3) 音声はカセットテープＡ面の最初から録音する。ステレオ録音のみ。ドルビー等のノイズリダクションは使用し

ないこと。 

(4) 発表時間は５分以内とする。 

(5) ｊｐｅｇ形式の静止画像は液晶プロジェクターからの投影とする。 

 

 

１０．参加受付  平成１８年１２月１８日（月）１７：００まで 

         参加申込み書〈様式－ａ〉をE-mailで各都県事務局より下記主管の事務局まで送付して下さい。 

事務局 群馬県立伊勢崎清明高等学校内  松本 文夫 

     （TEL: 0270-25-5221  FAX： 0270-21-7763） 

 電子メールアドレス pandemoniumtour@yahoo.co.jp  

１週間以内に事務局より各都県事務局へ参加受付所が送付されますので記載内容をご確認ください。送付

されない場合は、事故等が考えられますので、事務局へ問い合わせください。 

※ 各都県事務局で集約してお送り下さい。 

 

１１．参 加 数  ①アナウンス部門については各都県３名以内とします。 

        ②朗読部門については各都県３名以内とします。 

          ※アナウンス・朗読の両方に同じ生徒が参加することはできません。 

③ビデオメッセージ部門については各県１名作品以内といいます。 

④ＡＰ部門については各県１作品以内とします。 

 

１２．搬入  ビデオメッセージの作品及びオーディオピクチャーの音声のみを、１月１５日（月）までに上記事

務局へお送りください。 

 

１３．提出物 概要集を作りますので、〈様式ｂ、ｃ、ｄ〉の内容を１２月１８日（月）まで主管の事務局へメー

ルでお送り下さい。なお、様式ｂ、ｃ、ｄの内容があれば、形式は問いません。 

         ※参加校毎の送付で結構です。 

 

１４．大会  全部門の審査をおこないます。出場校以外も是非御来場下さい。 

       平成１９年 １月２０日（日） ９：３０開場・受付 

        伊勢崎市文化会館 （ＪＲ両毛線／東武伊勢崎線 伊勢崎駅 徒歩３０分） 

        〒372-0014 群馬県伊勢崎市昭和町3918番地 

        電話：0270-23-6070（代表） 

 

１５．審査員  エフエム群馬  群馬テレビ 各都県事務局が推薦する者 

  （予定） 

 

 

 

 

 

 

mailto:pandemoniumtour@yahoo.co.jp
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１６．表彰  専門審査員及び教員審査員により審査を行い、「最優秀賞」各部門１名、「優秀」ｱﾅｳﾝｽ・朗読各

２名、番組１校、「優良」ｱﾅｳﾝｽ・朗読各３名、番組２校の賞を決め、表彰を行う。 

 

１７．負担金 参加県はエントリー数に関わらず、一都県二万円とします。 

 

１８．著作権処理について  参加作品に使用した著作物に関する著作権処理は、参加校の責任において行ってく

ださい。詳しくは、別紙をご覧下さい。 

 

 


